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よび ii) 引張軸剛性 E・t (E：弾性係数，t：FRP 補
















































ている．試験体名の内，第 1 項目は施工・養生環境 
(A：気中，W：水中)，第 2 項目は使用した FRP 補
強材の種類 (A : AFRP 補強材，C : CFRP 補強材)，









断面寸法 150 × 150 mm，純スパン長 1.8 m の複
鉄筋 RC 梁である．上下端鉄筋には SD345D13 を 
2 本ずつ配置している．スターラップには SD345D6 
を用い 50 mm 間隔で配置している．梁の下面には，
保証耐力 392 kN/m の AFRP 補強材，もしくは 400 
kN/m の CFRP 補強材を接着している．FRP 補強材
の幅は 150 mm であり，梁軸方向の補強範囲はスパ
ン中央部から両支点の 50 mm 手前までとしている． 
実験時におけるコンクリートの圧縮強度は A-A 
および  W-A-1 試験体の場合は  f'c = 28.2 MPa，
W-A-2 および  W-C-1 試験体の場合は  f'c = 29.2 




引張軸剛性は CFRP 補強材が，AFRP 補強材の 3 
倍以上大きいことがわかる． 
なお，水中接着する場合において，FRP 板は 1 枚





お，珪砂の使用量は 250 g/m2 程度である．また，
コンクリートの接着界面処理としてはブラスト処理
を行った．ブラスト処理は専用のブラストマシンを





















AFRP 補強材 392 0.193 2.06 118 22.8 1.75 














接着樹脂 1 44.4 22.5 9.3 0.77 
水中硬化型 
接着樹脂 2 










1 および 2 の場合でそれぞれ 2.6 および 3.1 MPa 
であった。これらの値は，既設コンクリートの補修・










1) 水中硬化型接着樹脂を混合し，厚さ 4 mm 程
度に成形する． 
2) 気中で FRP 板を所定の位置に配置し，その上
に成形した接着樹脂を敷き並べて一体化させ
る． 
3) 水槽内に設置された RC 梁の接着面に 2) を
配置し圧着する． 
4) 圧着した状態で 5 日間程度水中養生する． 
なお，圧着は，専用の圧着装置を用いて，接着樹脂
の厚さが 3 mm 程度になるように施工した． 
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容量 
200 kN の油圧ジャッキを用いて 4 点曲げ載荷試験
法により行った．本実験の測定項目は，荷重，スパ




































































上縁圧壊後破断 W-A-1 37.2 1.16 43.6 1.02 
W-A-2 32.3 37.7 1.17 43.4 45.2 1.04 














性勾配の低下は，W-A-2 試験体の方が W-A-1 試験
体よりも若干大きな荷重および変位で発生している



















































生じたことを示している．また，δ = 35，40 mm 時
における A-A および W-A-2 試験体の結果を見る
と，δ= 35 mm において W-A-2 試験体の等曲げ区
間のひずみが A-A 試験体よりも若干小さく，また
等せん断力区間のひずみが若干大きく示されており，
δ= 40 mm の場合にはその傾向がより顕著となっ
ている． 





















れは，A-A 試験体よりも早期に AFRP 板の剥離や
上縁コンクリートの圧壊が生じたことによるもので























剛性が大きい FRP 板として CFRP 板を用いて補




これは，本実験に用いた CFRP 板の引張軸剛性が 









































(1) 三上 浩，岸 徳光，栗橋 祐介：水中硬化型接着










図－６ W-A/C-1 試験体の荷重－変位関係および計算終局変位時の軸方向ひずみ分布に関する実験結果の比較 
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